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イ
ベ
ン
ト
で
支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う

　

私
た
ち
の
最
初
の
支
援
活
動
と
し
て
開
催
し
た
の
が

「
田
原
あ
お
ぞ
ら
市
場
」
で
す
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大

震
災
に
配
慮
し
て
中
止
と
な
っ
た
市
民
緑
花
ま
つ
り
の

同
日
に
、
震
災
支
援
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
も
の
で
す
。
売
上
金
の
半
額
を
義
援
金

に
す
る
こ
と
を
条
件
に
出
店
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
44

店
舗
と
多
く
の
市
民
の
方
々
の
賛
同
を
得
て
、
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
会
場
の
は
な
の
き
広
場
に
は
、
多

く
の
テ
ン
ト
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
使
っ
た
お
店
な

ど
が
軒
を
並
べ
ま
し
た
。
飲
食
物
の
ほ
か
、
野
菜
や
花

な
ど
の
農
産
物
、
植
木
、
雑
貨
、
木
製
品
な
ど
の
店
が

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。私
た
ち
田
原
し
み
ん
震
災
支
援
ネ
ッ
ト
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
・
被
災
者
支
援
の
た
め
＂
民
の
支
援
の
輪
＂

を
作
ろ
う
と
、
市
内
の
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
中
心
と
な
り
結
成
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
４
月
17
日
︵
日
︶
に
開
催
し
た
﹁
田
原
あ
お
ぞ

ら
市
場
﹂
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ず
ら
り
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
市
民
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
74
万
４
８
５
７
円
の
義
援
金
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　 

民
の
力
で
継
続
的
な
震
災
支
援
を

　

翌
18
日
（
月
）、
私
た
ち
は
イ
ベ
ン
ト
の
売
り
上
げ

の
半
額
と
募
金
で
集
め
た
義
援
金
を
手
に
、
田
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
ま
し
た
。同
協
議
会
を
通
じ
て
、

義
援
金
を
中
央
共
同
募
金
会
に
送
る
た
め
、
事
務
局
長

に
手
渡
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
田
原
し
み
ん
震
災
支
援
ネ
ッ
ト
で
は
、
被
災

地
へ
の
継
続
的
な
支
援
を
行
う
た
め
、
市
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な

ど
の
つ
な
が
り

を
強
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

田
原
あ
お
ぞ
ら
市
場

震
災
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベン
ト

田
原
し
み
ん
震
災
支
援
ネ
ッ
ト

投
稿

▲義援金を手渡す沓名代表（写真中） 　  

◦イベントは子どもたちにも好評でした

◦イベントの様子
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市民
発!

　 

ハ
マ
ユ
ウ
咲
く
浜
辺
を
目
指
し
て

　

私
た
ち
青
研
が
ハ
マ
ユ
ウ
の
植
栽
を
始
め
た
の
は
、

24
年
前
の
こ
と
で
す
。
そ
の
昔
は
、
ハ
マ
ユ
ウ
の
群
生

地
だ
っ
た
と
い
う
恋
路
个
浜
。
そ
の
美
し
か
っ
た
ハ
マ

ユ
ウ
の
群
生
は
、
い
つ
し
か
乱
獲
な
ど
に
よ
り
、
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
青
研
会

員
が
、
ハ
マ
ユ
ウ
咲
く
美
し
い
風
景
を
取
り
戻
そ
う

と
植
栽
活
動
を
始
め
た
の
だ
と
先
輩
方
か
ら
聞
き
ま
し

た
。
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
宮
崎
県
で
ハ
マ
ユ
ウ

の
植
栽
活
動
を
行
っ
て
い
た
団
体
に
、
学
び
に
も
行
っ

た
そ
う
で
す
。
今
で
は
、
恋
路
个
浜
だ
け
で
な
く
白
谷

海
岸
で
も
植
栽
を
行
う
な
ど
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
海

岸
で
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　 

次
世
代
へ
残
し
た
い
郷
土
の
財
産

　

今
年
は
、
４
月
12
日
（
火
）
に
、
恋
路
个
浜
で
ハ
マ

ユ
ウ
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
伊
良
湖
小
学
校
の
４
～

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
渥
美
青
年
経
済
研
究
会
︵
青
研
︶

は
郷
土
の
産
業
発
展
に
役
立
と
う
と
、
42
年
前
に
設
立
し
た
団
体
で

す
。
今
回
は
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
、
ハ
マ
ユ
ウ

の
植
栽
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

６
年
生
の
児
童
17
名
と
青
研
会
員
40
名
で
、
海
岸
清
掃

を
し
た
後
に
２
０
０
株
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

ハ
マ
ユ
ウ
咲
く
海
辺
の
風
景
は
、郷
土
の
財
産
で
す
。

今
年
度
は
、
伊
良
湖
小
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち
に
ハ
マ

ユ
ウ
の
苗
を
育
て

て
も
ら
お
う
と
計

画
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
自
分
た
ち
が

育
て
た
苗
を
植
え
、

い
つ
の
日
か
立
派

に
花
を
咲
か
せ
、
岬

を
美
し
く
彩
る
郷

土
の
風
景
に
、
誇

り
と
愛
着
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
と

願
っ
て
い
ま
す
。

ハマユ
ウ
の
植
栽
活
動

取
り
戻
そ
う
！
ハマユ
ウ
咲
く
浜
辺

渥
美
青
年
経
済
研
究
会

投
稿

◦ハマユウの苗を植える子どもたち

◦苗の植え方の説明を真剣に聞いています

◦少しずつハマユウ咲く浜辺を取り戻してきた恋路ヶ浜

▲苗を植えた子どもたちと青研会員ら
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●しみんの広場

地域
発!

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
被
災
地

の
状
況
に
配
慮
し
、
各
地
で
予
定

さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
中
山
校
区
で
も
、
春
の
恒

例
行
事
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
の
開
催
に
賛

否
両
論
あ
り
ま
し
た
が
、「
こ
ん
な
と
き

だ
か
ら
こ
そ
元
気
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
」

「
校
区
の
一
部
は
津
波
浸
水
危
険
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
防
災
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
声
を
尊
重
し
、４
月
２
日
（
土
）、

小
中
山
児
童
公
園
で
予
定
ど
お
り
「
さ
く

ら
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

〝
校
区
〞
に
愛
着
を

　

こ
の
ま
つ
り
は
、﹃
中
山
校
区
ま
ち
づ

く
り
推
進
計
画
﹄
に
掲
げ
た
「
健
全
で
明

る
く
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
地
域

づ
く
り
」「
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
」

地
域
の
話
題

中
山
校
区

〝
さ
く
ら
ま
つ
り
〞

▲開花の遅れた桜はつぼみが目立ちました

「
心
の
和
と
輪
が
は
ぐ
く
む 

ぬ
く
も
り
安
心 

わ
が
校
区
」
を
将
来
像
に
、

意
欲
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
中
山
校
区
か
ら
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

の
実
現
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。「
地

域
活
動
は
自
治
会
（
中
山
・
小
中
山
）
中

心
で
、
校
区
に
あ
ま
り
縁
が
な
い
」
と
い

う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
に
応
え
、
地
域
全

体
の
老
若
男
女
が
集
う“
ふ
れ
あ
い
の
場
”

を
提
供
し
、“
校
区
の
文
化
施
設
を
再
認

識
”
し
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
19
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

義
援
金
の
募
集
も

　

今
回
の
ま
つ
り
で
は
、
東

日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興

支
援
に
役
立
て
よ
う
と
、
会

場
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
義

援
金
を
募
り
ま
し
た
。
ま

た
、
校
区
役
員
か
ら
、
当
日

朝
に
漁
獲
し
た
新
鮮
な
魚
が

桶お
け

３
杯
分
も
提
供
さ
れ
る
と

い
う
粋
な
計
ら
い
が
あ
り
ま

し
た
。
魚
は
格
安
で
参
加
者
に
振
る
舞
わ

れ
、
そ
の
売
上
金
も
義
援
金
と
し
て
生
か

さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
成
果
を
実
感

　

ま
つ
り
会
場
の
児
童
公
園
は
小
中
山
地

区
に
あ
り
、
外
周
が
桜
の
木
で
囲
ま
れ
た

校
区
一
の
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
今
年

は
桜
の
開
花
が
遅
か
っ
た
た
め
、
こ
の
日

は
残
念
な
が
ら
満
開
と
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
約
３
０
０
人
の
皆
さ

ん
に
来
場
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

友
人
同
士
の
「
や
っ
と
か
め
だ
の
ん
」

と
い
う
あ
い
さ
つ
や
、
親
子
の
楽
し
そ
う

な
歓
声
が
一
日
中
公
園
に
響
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
中
山
地
区
の
方
か
ら
は
「
こ

の
公
園
に
来
た
の
は
小
学
生
以
来
だ
」「
こ

ん
な
に
広
い
公
園
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と
い

う
声
も
聞
か
れ
、
地
区
を
越
え
た
交
流
の

広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
山
校
区
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
教
室

を
通
し
、
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
熟
成
は
も
ち

ろ
ん
、
東
海
・
東
南
海

地
震
を
想
定
し
た
防
災

対
策
に
つ
い
て
、
意
識

の
高
揚
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
工
夫
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲“さくらまつり”の会場となった小中山児童公園

▲新鮮魚のチャリティー販売は完売
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1 ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2 このページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ
市民協働まちづくり事業補助金

●しみんの広場

市民活動をサポートする

公開審査会を見学してきました！

「市民協働まちづくり事業補助金」は、市民活動団体
が提案する公益性の高い事業に対し、田原市が必

要経費の一部を補助する制度です。４月 23 日（土）に、
この補助金の採択事業を決定する公開審査会（プレゼン
テーション）が開かれましたので、ご紹介します。
　本年度で３年目を迎えたこの補助金制度へは、市内９
つの団体から提案事業の応募がありました。審査会では、

「市民協働まちづくり会議」から選出された５名の審査委
員により、事業の「公益性」「必要性」など８項目の基準で審査されました。
　各団体からは、提案事業に対する“熱い思い”が伝わってきて、傍聴する側も力が入りました。審査委員との
活発な意見交換も行われ、委員の指摘に「新たな気づき」を得た団体もあったようです。また当日は、提案事業
に関係する市の職員も出席し、各団体が提案する柔軟な発想の事業の必要性などを確認しました。
　審査の結果、今年度採択された事業は表のとおりです。今後、各団体による事業が順次スタートします。市民
が参加できる事業も数多くありますので、皆さんもぜひご参加ください。

◉補助金採択事業一覧（得点順）

採
択
団
体
の「
こ
え
」

❖たっぷくヘルパーボランティア　代表：酒井修さん
“やさしく住みよい街を、市民みんなでつくる喜びを味わいたい”
　高齢化の波が、着実に地域コミュニティに押し寄せています。
介護保険制度は、在宅介護で家族を看取りたい方にとって有益
なサービスですが、利用基準の見直しなどでハードルが高くなっ
ている感もあります。
　そこで、私たちが田原福祉専門学校のホームヘルパー科２級
講座で学んだ知識と技術をフォローアップさせながら、そうし
た方々の思いをくみ、少しでも介護予算の軽減にお役に立てれ
ばと考え、事業提案させていただきました。田原福祉専門学校
と地域の方にご協力いただきながら、「ふれあい活動」「地域組
織介護力向上活動」「福祉サービス情報誌発行」「福祉講演会」などを進めていく予定です。

▲ふれあい活動でサンテパルクを訪問

№ 団体名 事業名 補助要望額
1 たっぷくヘルパーボランティア 地域介護支援ふれあいツアー 100,000 円
2 環境ボランティアサークル　亀の子隊 きれいな海を守る心を育て、きれいな海を守りたいという心を広げる環境プログラム 200,000 円
3 特定非営利活動法人　たはら広場 「図書館で何ができる？」～図書館を核とする市民活動～ 91,000 円
4 里山保全　山遊里 みんなで楽しみ未来につなぐ里山保全活動 79,000 円
5 あつみＮＰＯネットワーク 協働による人材育成と地域力アップ vol. ２ 200,000 円
6 特定非営利活動法人　渥美虹の会 福祉啓発事業 135,000 円
7 特定非営利活動法人　うたた アートで障がいを超えた未来を考える 161,000 円
8 東友クラブ趣味の会 蔵王団地住民の健康・医療又は福祉の増進事業 33,000 円
9 「共生のまち」田原市を考える会 「共生のまち」田原市を考えるフォーラムⅢ 200,000 円

▲公開審査会の発表風景（田原福祉センター）
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34

学校生活の一コマ

を紹介

　　 中山小学校 「祖父母学級」
　　おじいさん、おばあさんと遊んだよ！ 
　　
　今年１月、中山小学校の１年生が、生活科の学習で祖
父母から昔の遊びを教えてもらいました。
　はじめに、中山小学校についての○

マ ル バ ツ

×クイズをしま
した。クイズの内容は子どもたちが考え「１年生は、中
山・小中山では、中山の子の方が多い。○か×か」…「正解
は○。中山の子の方が３人多いです」など、なかなか難
しい問題もありましたが、盛り上がりました。
　つぎに、祖父母の方に、昔の遊びとその遊び方の紹
介をしていただき、一緒に遊びました。こま・お手玉・
あやとり・メンコ・カルタ・おはじき・けん玉・竹とんぼ
など。「遊んだのは、もう何十年も前のことだから、忘れ
ちゃったよ」と言いながらも、祖父母の皆さんは、慣れ
た手つきでいろいろ作って見せてくださいました。子
どもたちは、目を輝かせて一緒に遊んでいました。
　学校で祖父母と楽しく触れ合うことで、地域での触
れ合いも広がってほしいと願っています。

 清田小学校 「童謡を歌う会」
歌い継いでいきたいね！日本の歌！

　清田小学校では、童謡を身近に感じてもらおうと「童
謡を歌う会」を開き、全校児童と保護者が参加しまし
た。「日本の歌を歌う会」の講師の方から、知らない童謡
や教科書に出てくる「日本の歌」などを教えていただき
ました。講師の歌の間に学級発表を設け、子どもたちが
童謡を歌いました。また、「椰子の実」を会場全員で歌っ
たときには、まさに古きよき時代にタイムスリップし
たようでした。「日本の歌」の温かさが体育館中に広が
り、心なごんだ時を過ごしました。情感豊かな歌声に、
昔を思い出し涙を流されていた方や「孫と一緒に歌い
たい」と喜んで会場を後にした方、「優しい気持ちにな
れました」などの感想も聞かれました。
　生

な ま

歌
う た

の鑑賞や歌うことを通し、童謡を好きな子が増
え、日々の生活の中でも歩きながら口ずさむ子も出て
きています。童謡を通して、世代を越えた触れ合いがで
きることを願っています。

　今回は、祖父母を招いた小学1年生の生活科の様子と、講師
を招き全校で童謡を楽しんだ集会の様子をご紹介します。

●学校教育課２３局３６７９

◦おばあちゃんに、あやとりを教えてもらったよ！

◦声の出し方に、子どもたちは感動していました

◦みんなでカルタ遊び

◦「ひらいた ひらいた」を歌う1年生
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4

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

し
お
さ
い
大
学
が
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、市
民
約
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。生
き
が
い
や

趣
味
づ
く
り
を
目
的
に
催
さ
れ
る
こ
の
講
座
。初
回

の「
コ
ー
ヒ
ー
講
座
」で
は
、お
い
し
い
淹い

れ
方
を
実
践

し
、身
近
な
も
の
で
も
こ
だ
わ
り
を
持
つ
と
楽
し
み
の

一つ
に
な
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
活い

き
活い

き
農
業
セ
ミ
ナ
ー
が
赤
羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
ほ
場
で
行
わ
れ
、市
民
７
名
が
参
加

し
ま
し
た
。年
16
回
開
催
さ
れ
、野
菜
の
自
家
栽
培

方
法
を
学
べ
る
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
。第
１
回
目
の
こ

の
日
、講
師
か
ら
作
業
方
法
を
教
わ
り
、ト
マ
ト
や

き
ゅ
う
り
な
ど
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

▲お湯の温度や注ぎ方などで、コーヒーの味わいが変わりました

生
活
を
潤
す

生
き
が
い
は
身
近
に

プ
ロ
か
ら
学
べ
る

家
庭
菜
園
の
コ
ツ

４
月
８
日［
金
］

４
月
22
日［
金
］

▲協力し合って春夏野菜の苗を植える参加者たち

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
初
凧
の
制
作

が
、田
原
凧
保
存
会
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。５
月

21
日（
土
）に
行
わ
れ
る「
初
凧
祈
願
祭
」に
向
け
、

今
年
用
の
凧
の
制
作
が
始
ま
っ
た
の
は
昨
年
末
ご

ろ
。注
文
を
受
け
た
約
１
０
０
枚
の
初
凧
が
、一
枚

ず
つ
丹
精
込
め
て
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
を
受
け
継
ぐ

色
鮮
や
か
な
凧

４
月
20
日［
水
］

▲真剣なまなざしで凧に筆を入れる絵師の佐々木邦夫さん（田原町）

│ 7 │　　　　　　　　　　平成 23年 5月15日



▼
対
象
＝
一
般　

▼
試
験
日
＝
７
月
10
日

（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
・
豊
橋
市　

▼
種
類
＝
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種
▼
申

し
込
み
＝
６
月
６
日
（
月
）
～
15
日
（
水
）

の
期
間
に
市
役
所
消
防
課
ま
た
は
消
防

署
・
各
分
署
に
あ
る
受
験
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
郵
送
、
ま
た
は
６
月
３

日
（
金
）
午
前
９
時
～
12
日
（
日
）
午
後

５
時
の
期
間
に
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
電
子
申
請　

▼
そ

の
他
＝
テ
キ
ス
ト
お

よ
び
事
前
講
習
会
に

つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ

　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

里
親
（
養
育
型
・
養
子
型
）
の
体
験
発

表
や
里
親
制
度
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
不
要
で
、
参
加
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
＝
６
月
２
日

▼
応
募
資
格
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
子
ど
も
が
好
き
で
学
校
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
②
教

員
免
許
所
持
者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み

の
方
も
可
）　

▼
勤
務
条
件
＝
応
相
談

▼
受
付
期
間
＝
随
時
（
市
役
所
執
務
時
間

中
）　

▼
申
し
込
み
＝
市
販
の
履
歴
書
に

顔
写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

（
木
）
午
前
10
時
30
分
～
正
午　

▼
場
所

＝
東
三
河
総
合
庁
舎
大
会
議
室
（
豊
橋
市

八
町
通
５
番
地
４
）　

▼
定
員
＝
80
名
程

度　

▼
そ
の
他
＝
託
児
あ
り　

▼
愛
知
県
東
三
河
児
童
・
障
害
者
相
談
セ

ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54
局
６
４
６
５

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
、

毎
年
夏
至
の
日
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
節
電
の

必
要
性
を
踏
ま
え
、
例
年
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
に
加
え
、
昼
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
の
呼
び

か
け
も
行
う
「
昼
も
。
夜
も
。
節
電
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
１
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
夏
の
電
力
消
費
量
を
抑
制
す
る
た
め
、

昼
夜
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間
以
上
の
消
灯
を
行

う
取
り
組
み
で
す
。
田
原
市
で
も
こ
の
取

り
組
み
へ
の
参
加
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
事
業
所
、学
校
な
ど　

▼
内
容
＝
６
月
22
日（
水
）～
８
月
31
日

（
水
）の
期
間
、施
設
照
明
な
ど
を
消
灯

▼
申
し
込
み
＝
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
に
て
配

布（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）す
る
登
録
票
に
、消
灯
す
る
施
設

名
や
消
灯
で
き
る
時
間
な
ど
を
記
入
の
う

え
、６
月
13
日（
月
）ま
で
に
直
接
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て　

▼
そ
の
他
＝
参
加
事
業
所

数
な
ど
の
実
施
結
果
を
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
公
表
し
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０　
　

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

省
エ
ネ
対
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
料

理
教
室
な
ど
、
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
の
活
動
、勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

田
原
市
立
小
・
中
学
校

常
勤
・
非
常
勤
講
師

節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
１

参
加
事
業
所

電波利用環境保護周知啓発強化期間
６月１日氺から１０日㊎まで

守ろう！電波のルール

電波を使うには免許が必要です。
電波のルールを守りましょう。

▼総務省 東海総合通信局
　不法無線局の相談は☎（０５２）９７１局９１０７
　テレビ・ラジオの受信相談は☎（０５２）９７１局９６４８
　　http://www.soumu.go.jp/soutsu/tokai/

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

里
親
養
育
体
験
発
表
会　

参
加
者

田
原
市
生
活
学
校　

会
員
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昨
年
10
月
か
ら

実
証
運
行
を
開
始

し
た
八
王
子
線

「
い
ず
み
号
」
の

運
行
計
画
を
改
善

す
る
た
め
、
６
月

１
日
（
予
定
）
か

ら
運
行
日
や
運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
を
変
更
し

ま
す
。
本
格
運
行
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
変
更
手
続
き
中
で
す
の
で
、
内

容
は
実
際
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
運
行
車
両
＝
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
（
乗

客
定
員
９
名
）　

▼
運
行
日
＝
週
５
日（
月

～
水
、
金
、
土
）　

▼
運
行
時
間
＝
午
前

８
時
台
～
午
後
４
時
台　

◉
曜
日
／
運
行
経
路
／
本
数

【
東
行
】

①
月
・
金
曜
日
／
馬
伏
～
村
松
～
八
王
子

～
サ
ン
テ
パ
ル
ク
（
朝
１
便
は
乗
換
な
し

で
、
渥
美
病
院
・
田
原
駅
ま
で
運
行
）
／

１
日
５
便
（
上
り
２
便
、
下
り
３
便
）　

②
火
・
水
・
土
曜
日
／
馬
伏
～
村
松
～
八

王
子
～
サ
ン
テ
パ
ル
ク
／
１
日
２
便
（
上

り
・
下
り
各
１
便
）

【
西
行
】

火
・
水
・
土
曜
日
／
八
王
子
東
～
村
松
～

馬
伏
～
古
田
～
渥
美
支
所
～
レ
イ
前
～
ラ

イ
フ
ラ
ン
ド
／
１
日
３
便
（
上
り
１
便
・

下
り
２
便
）　

▼
運
賃
＝
１
乗
車
１
０
０
円
、
小
学
生
以

下
無
料　

※【
東
行
】の
①
渥
美
病
院
・
田

原
駅
ま
で
の
朝
１
便
は
、
１
乗
車
１
０
０

円
加
算　

▼
そ
の
他
＝
時
刻
表
な
ど
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
関
係
地
区
へ
の
回
覧
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋
で
は
、
在
職
者
の

方
を
中
心
と
し
た
職
業
相
談
・
職
業
紹
介

の
た
め
、
平
日
夜
間
と
土
曜
日
に
も
開
庁

し
て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
を
管
轄
す
る
労
働
局
へ
の
職
員
応
援

派
遣
な
ど
の
た
め
、
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◎
平
日
夜
間
開
庁
（
月
・
水
・
金
曜
日
）

　

午
後
５
時
15
分
～
７
時

◎
土
曜
日
開
庁
（
第
１
・
第
３
土
曜
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
月
・
水
・
金
曜
日
の
開
庁
時
間
は
午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時
、
火
・
木
曜
日
の

開
庁
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
と
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋　

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
１
９
１

　

医
学
生
、
歯
学
生
の
教
育
実
習
の
た
め

に
必
要
な
遺
体
は
、
慢
性
的
に
不
足
し
て

い
ま
す
。
医
学
の
発
展
を
願
い
、
自
ら
の

遺
体
を
献
納
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
探
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
献
体
と
同
時
に
ア
イ
バ
ン
ク
に

も
登
録
さ
れ
ま
す
。

▼（
財
）不
老
会
田
原
市
支
部

☎
22
局
０
１
６
５

▼
対
象
＝
豊
橋
市

ま
た
は
田
原
市
に

住
所
を
有
し
、
農

業
生
産
工
程
管
理

手
法
（
Ｇギ

ャ

ッ

プ

Ａ
Ｐ
）の

導
入
を
目
指
す
農
業
者
お
よ
び
農
業
生
産

法
人　

▼
内
容
＝
課
題
に
応
じ
て
適
切
な

指
導
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
指
導
員
そ
の

他
専
門
知
識
を
有
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣　

▼
派
遣
費
用
＝
派
遣
に
要
す
る

直
接
経
費
の
２
分
の
１　

▼
派
遣
回
数

＝
年
間
４
回
ま
で　

▼
申
し
込
み
＝
豊

橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局
（
豊

橋
市
農
政
課
内
）
へ
直
接
ま
た
は
電
話

に
て　

▼
豊
橋
市
農
政
課

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　

次
の
方
々
か
ら
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感

謝
し
ま
す
。

▼
４
月
４
日
、
福
江
中
学
校
平
成
22
年

度
第
64
回
卒
業
生
一
同
様
か
ら
、
福
江

中
学
校
の
視
聴
覚
機
器
充
実
の
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
１
台
。

▼
４
月
４
日
、
福
江
中
学
校
平
成
22
年

度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

井
本
寿
彦
様
か
ら
、
福

江
中
学
校
の
教
室
環
境
整
備
の
た
め
、

壁
掛
け
扇
風
機
８
台
。

▼
４
月
25
日
、
株
式
会
社
ジ
ッ
プ
ド
ラ
ッ

グ
様
か
ら
環
境
保
全
活
動
の
た
め
金

11
万
２
９
９
３
円
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
４
月
４
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

20
万
円
。

八
王
子
線「
い
ず
み
号
」の

運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
を
変
更

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋
の

開
庁
時
間
を
変
更

農
業
生
産
工
程
管
理
手
法
の
導
入

を
支
援
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

医
学
の
発
展
の
た
め

献
体
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い
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＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

61

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

集
め
ら
れ
た
布
類
は
、
再
生
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
、
ぬ
い

ぐ
る
み
の
詰
め
物
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
布
類
の
分
別
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

布
類
で

出
せ
る
も
の
は
？

※
レ
ー
ス
の
も
の
は
除
く

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
3
5
3
8

　

23
局
0
1
8
0

布
類
で

出
せ
な
い
も
の
は
？

ご
み
の
分
け
方・出
し
方
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

確
認
し
、分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

も
や
せ
な
い
ご
み
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
や
せ
る
ご
み
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

綿
入
り
の
も
の
は
、直

接
資
源
化
セ
ン
タ
ー
へ

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
金
属
な
ど
の
異
物
を
取
り
除
い
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。大
き
な
も
の
は
直
接
資
源

化
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、シ
ー
ツ

や
タ
オ
ル
も
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
！

●
布
団
、座
布
団

　
●
帽
子
や
便
座
カ
バ
ー

　
●
枕
や
ク
ッ
シ
ョ
ン

　

●
肌
着
、靴
下
、下
着
や
衣
類

　
●
毛
布　
　
　

●
カ
ー
テ
ン

　

❖
自
立
運
転
コ
ン
セ
ン
ト
の
使
い
方

❶
自
立
運
転
コ
ン
セ
ン
ト
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
、
形
状
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

❷
取
扱
説
明
書
を
読
み
ま
し
ょ
う
。
機
種
に

よ
り
自
立
運
転
モ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え
操

作
が
異
な
り
ま
す
。

❸
主
電
源
ブ
レ
ー
カ
をO

オ

フ

FF

に
し
ま
す
。

❹
太
陽
光
発
電
ブ
レ
ー
カ
をO

FF

に
し
ま

す
。

❺
自
立
運
転
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
ま
す
。

❻
接
続
機
器
を
自
立
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
な
ぎ

ま
す
。
長
め
の
延
長
コ
ー
ド
を
用
意
し
て

お
く
と
便
利
で
す
。

❼
電
気
機
器
使
用
時
は
、
こ
ま
め
に
発
電
状

況
を
確
認
し
ま
す
。

❽
必
ず
元
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。
自
立
運
転
モ

ー
ド
解
除
↓
太
陽
光
発
電
用
ブ
レ
ー
カ

O

オ

ン

N

↓
主
電
源O

N

の
順
で
復
帰
し
ま
す
。

　
▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

◉
家
庭
に
太
陽
光
発
電
が
あ
る
方
は

　

停
電
・
災
害
時
で
も
電
力
を
使
え
ま
す

　

災
害
に
よ
り
長
期
間
停
電
に
な
っ
た
場

合
で
も
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
備
わ

っ
て
い
る
自
立
機
能
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
電
力
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
、あ
わ
て
な
い
よ
う
に
、

日
ご
ろ
か
ら
準
備
や
練
習
が
必
要
で
す
。

◉
も
し
災
害
時
に
電
気
を
使
え
た
ら
・
・
・

●
テ
レ
ビ
や
家
電
製
品
を
使
用
で
き
れ
ば
、

情
報
を
的
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
情
報

機
器
の
充
電
が
で
き
ま
す
。

●
冷
蔵
庫
で
薬
品
な
ど
を
保
存
で
き
ま
す
。

●
電
気
ポ
ッ
ト
で
お
湯
を
沸

か
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
３
５
２
人・事
業
所
62
か
所︵
４
月
末
現
在
︶

※
停
電
時
に
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力
を

使
用
で
き
る
自
立
運
転
機
能
を
使
う
た
め

に
は
自
立
運
転
コ
ン
セ
ン
ト
が
必
要
で
す
。

自
立
運
転
コ
ン
セ
ン
ト
を
備
え
た
太
陽
光

発
電
機
種
は
88
・
３
％
に
上
っ
て
い
ま
す

（
社
団
法
人
日
本
電
機
工
業
会
調
べ
）。

※
出
典
：
太
陽
光
発
電
の
賢
い
使
い

方
ー
停
電
・
災
害
時
の
自
立
運
転

コ
ン
セ
ン
ト
の
活
用
ー︻
環
境
省
︼
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1

防
災
知
恵
袋

津
波
避
難
の
ポ
イ
ン
ト

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災
・
減
災

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で
す
。

今
回
か
ら
「
防
災
知
恵
袋
」
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
で
は
、
田
原
市
に
も
津
波

警
報
が
発
表
さ
れ
、
赤
羽
根
漁
港
で
は

１
ｍ
以
上
の
津
波
を
２
回
観
測
し
ま
し

た
。津
波
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

避
難
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
強
い
揺
れ
や
長
い
時
間
の
揺
れ
を
感

じ
た
ら

　

た
だ
ち
に
海
岸

や
河
川
流
域
か
ら

離
れ
、
遠
く
の
避

難
所
よ
り
も
、
ま

ず
は
近
く
の
高
台
な
ど
、
安
全
な
場
所

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▪
津
波
警
報
・
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
ら

　

揺
れ
を
感
じ
な
く
て
も
、
警
報
・
注

意
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
海
岸

な
ど
か
ら
離
れ
、
急
い
で
高
台
な
ど
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

田
原
市
に
津
波
警
報
・
注
意
報
が
発
表

さ
れ
る
と
、
防
災
行
政
無
線
（
市
内
放
送

の
ス
ピ
ー
カ
ー
）
が
自
動
的
に
作
動
し
、

市
内
全
域
に
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
海
岸
付
近
に
あ
る
ス
ピ
ー
カ
ー

は
、
赤
色
回
転
灯
が
光
り
、
目
で
見
て
も

わ
か
る
よ
う
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
注
意
点

◦
地
震
の
揺
れ
の
程
度
で
自
己
判
断
し
な
い

　
「
揺
れ
の
大
き
さ
＝
津
波
の
大
き
さ
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
沿
岸
部
で
震
度
３
程

度
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
津
波
が

襲
来
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
揺
れ
が
小

さ
く
て
も
、
津
波
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、自
己
判
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◦
警
報
・
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
海

岸
な
ど
に
は
近
づ
か
な
い

　

津
波
は
繰
り
返
し
押
し
寄
せ
、
第
１
波

よ
り
第
２
波
の
方
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
警
報
・
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る

ま
で
、
低
い
場
所
や
海
岸
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

賞味ください。
　宿泊は、田原市在住・在勤・在学の方には、お得な割
引制度があります。ホームページなどでご確認いただく
か、お問い合わせください。
◉これからのお楽しみは？
　津具地区はホタルの里としても有名で、６月中旬から
７月にかけて、幻想的
なホタルの乱舞をお楽
しみいただけます。フ
ロントで観賞スポットの
地図を配布しています
ので、お気軽に声をお
かけください。　　

◉グリーンメッセージってどんなところ？
　愛知県と長野県の県境、標高約850mの津具高原
にあり、道の駅グリーンパークに隣接しています。
　春は、雪溶けした山々や、かぐわしい花々などの大
自然が、訪れる人たちを出迎えます。夏は、エアコンが

いらないほど涼しく、
避暑に最適です。秋
は紅葉が目に鮮やか
で、冬は天体観測や
ペンション裏で行える
雪ソリが人気です。

◉自慢の料理と田原市民にお得な割引制度
　夕食は、山ならではの地元の食材を取り入れた洋
食のコース料理と手作りデザートが楽しめます。また、
朝食の自家製パンも好評をいただいています。ぜひご

このコーナーでは、田原市の国内外の交流事業や
多文化共生事業の情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７　

津具高原ペンション　グリーンメッセージ
春夏秋冬、年間を通じて高原の豊かな自然が楽しめる「グリーンメッセージ」をご紹介します。

～田原市と姉妹都市 設楽町の交流拠点施設「田原市ふれあいの館」～

※グリーンメッセージの詳細は、ホームページをご覧ください。
　 http://juns-kitchen.com/　☎（0536）83局2343
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亀
山
町
の
墓
地
を
調
査
中
に
、
不
思
議

な
石
碑
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
石
碑
は

昭
和
７
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
石
碑

の
上
部
の
枠
に
は
「
五ご

萬ま
ん

円え
ん

貯ち
ょ

金き
ん

」
と
大

き
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
裏
面
に
は
、
こ

の
碑
を
建
て
た
５
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て

お
り
、
貯
金
の
決
意
を
記
念
し
て
建
て
ら

れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
石
碑
が
建
て
ら

れ
た
目
的
と
し
て
“
貯
金
”
と
は
、
初
め

て
見
ま
し
た
。

　

石
碑
に
は
「
我
等
ノ
子
孫
ヘ
記
念
」
と

始
ま
り
「
貯
金
の
目
標
金
額
が
達
成
し
た

ら
、
そ
の
お
金
は
代
々
の
財
産
と
し
、
子

孫
は
毎
年
そ
の
利
子
を
受
け
る
」
と
結
ん

で
い
ま
す
。
さ
て
、
ど
ん
な
思
い
で
こ
の

碑
を
建
て
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

明
治
か
ら
戦
前
に
か
け
て
渥
美
半
島
の

農
民
の
暮
ら
し
は
貧
し
く
、
自
給
自
足
が

原
則
で
し
た
。
農
家
が
収
入
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
養
蚕
業
が
盛
ん
に

な
っ
て
か
ら
で
す
が
、
そ
れ
で
も
楽
に
な

ら
な
ず
、
賭
け
事
や
飲
酒
な
ど
村
の
生
活

は
乱
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
頼
り
の
養
蚕
さ
え
も
、
昭
和

初
期
に
起
こ
っ
た
世
界
恐
慌
の
た
め
海
外

で
の
絹
の
需
要
が
減
り
、
農
村
は
打
撃
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
農
村
の
危
機
を
救
っ
た
の

は
、
二
宮
尊そ

ん

徳と
く

の
「
節
約
し
な
が
ら
働

く
こ
と
（
勤き

ん

倹け
ん

）、
生
産

力
に
応
じ
た

消
費
、
富
の

還
元
」
と
い

う
教
え
で
す
。

渥
美
半
島
で

は
、
明
治
26

年
、
尊
徳
の

教
え
を
普
及

す
る
三さ

ん

遠え
ん

農の
う

学が
く

社し
ゃ

東
三
支
社
が
野
田
村
に
設
立
さ
れ
る

な
ど
、熱
心
に
農
村
の
改
善
に
取
り
組
み
、

各
村
の
再
建
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
具
体
的
な
改
善
策
の
一
つ
が
、
生

活
を
正
し
、
倹
約
し
た
お
金
を
貯
金
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
も
と
も
と
日
本
人

に
は
貯
金
の
習
慣
が
な
か
っ
た
た
め
、
こ

れ
は
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、

尊
徳
の
勤
倹
の
教
え
や
、
明
治
時
代
終
わ

り
か
ら
政
府
が
奨
励
し
た
勤
倹
貯
蓄
が
定

着
し
、
一
般
に
も
貯
蓄
思
想
が
普
及
し
、

各
村
に
貯
蓄
団
体
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

教
え
は
学
校
に
も
定
着
し
、
戦
後
も
続
い

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
碑
を
見
て
思
い
出
し
た
の
が
、
当

時
の
郷
土
史
研
究
家
の
藤
井
敏と

し

郎ろ
う

（
和
地

町
）
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
豊
橋
放
送
局
で
紹
介
し
た

古
川
吉
次
郎
（
小
塩
津
町
）
の
話
で
す
。

吉
次
郎
は
、
決
し
て
豊
か
で
は
な
か
っ
た

小
塩
津
村
を
改
革
す
る
た
め
に
、
三
遠
農

学
社
を
通
じ
、
農
業
の
勉
強
会
を
開
い
て

　

貯
金
で
村
を
救
お
う
と
し
た
人
々

い
ま
し
た
。
吉
次
郎
は
、
特
に
勤
倹
の
教

え
を
大
切
と
考
え
、
大
正
８
年
、
節
約
し

た
お
金
を
貯
め
、
将
来
に
活い

か
そ
う
と

「
家か

庭て
い

五ご

万ま
ん

円え
ん

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

計け
い

画か
く

期き

成せ
い

同ど
う

盟め
い

会か
い

」

を
結
成
し
村
で
貯
金
を
広
め
ま
し
た
。
当

時
、
年
18
円
ず
つ
の
貯
金
で
し
た
が
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
現
在
の
自
分
た
ち
の
生
活
だ
け
で

な
く
、
百
年
先
の
自
分
た
ち
の
子
孫
の
こ

と
を
考
え
、
財
産
を
蓄
え
よ
う
と
し
た
の

で
す
。
こ
の
純
粋
な
心
意
気
が
胸
を
打
ち

ま
す
。

　

こ
の
時
代
は
、
貯
金
を
通
じ
て
村
の
改

革
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
ひ
と
つ
の
表
れ
が
こ
の
石
碑
で
す
。
し

か
し
庶
民
が
身
を
削
り
な
が
ら
進
め
た
貯

金
も
、
そ
の
一
方
で
戦
争
資
金
の
調
達
に

利
用
さ
れ
て
い
た
の
も
事
実
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】神
宮
神
御
衣
御
料
所
の
サ
ツ
キ（
亀
山
町
）

▼
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
。市

内
各
所
で
咲
く
さ
ま
ざ
ま
な

花
。５
月
で
真
っ
先
に
思
い

浮
か
べ
る
花
は
サ
ツ
キ
で
す
。旧
暦
の

五さ
つ
き月（
皐さ

つ
き月
）の
頃
に
一
斉
に
咲
く
こ

と
か
ら
名
前
が
付
い
た
の
だ
と
か
。サ

ツ
キ
の
花
言
葉
に
は“
節
制
”が
あ
り

ま
す
。電
力
不
足
が
心
配
さ
れ
る
昨

今
。日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
忘
れ
ず
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね（
Ｏ
）

▲「五萬円貯金」と刻まれた碑

▲貯金記念碑（亀山町五斗山）
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